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「雲解像モデルを用いたアジアメガシティの都市気象シミュレーション」 
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近年，日本では局地的大雨による被害が多発し問題となっている．そのような局地的大雨をもた

らす積乱雲の発生・発達に，都市の人工的土地被覆及び空調等による人工排熱による加熱や，建築

物による地表面摩擦の増加など，都市活動が影響する可能性が指摘されている．都市活動の活発化

は日本のみならずアジア全体で急速に進行しており，それが水災害や住環境の悪化に与える影響を

検討することは，持続可能な発展のために必要不可欠である． 
それを踏まえて本研究課題では，まず検証データが豊富な日本の大都市について代表者らが開発

してきた都市活動を考慮可能な雲解像モデル 1)を適用し，その検証と改良を行う．さらに急速に都

市化が進行するインドネシア・ジャカルタ市を対象に，近年の気温上昇及び降水形態の変化に対し

て都市活動の活発化が与える影響評価を試みる． 
平成 27 年度の成果として挙げられるのは以下の２点である．まず，京阪神に 2001 年 8 月を対象

に京阪神を対象として，詳細な都市活動情報 2)を考慮した 32 時間（初期時刻は対象日前日の 12UTC）
の計算を 31日分行い，AMeDAS観測値と比較して気温の再現性を検証した 3)．その結果日平均気温，

日平均気温，日最高気温についてそれぞれ 0.9，0.8，0.7 を越える相関が見られたが，日最高気温に

ついて過大評価する傾向がみられた．天気図・解析雨量と比較して降水量の再現性について検討を

行ったところ，日中の局地的な降水について過小評価する傾向がみられ，このことが日中の最高気

温の過大評価に繋がったと考えられる．今後は大阪湾の海水温について衛星リモートセンシングに

よる推定結果をブイによる観測データで補正するなど，さらなる降水量の再現性向上をはかる予定

である． 
さらに，平成 26 年度に推定したジャカルタにおける都市活動情報 4)を導入し，2013 年 1 月にジャ

カルタで発生した局地的大雨のシミュレーションを行った．具体的には 32 時間（初期時刻は対象日

前日の 12UTC）の計算を，洪水災害につながった強い降水が見られた 2013 年 1 月 15 日，16 日，17
日について行った．強い降水が見られた降水分布の再現性を Wu et al. (2013)5によるレーダー解析と

比較したところ，再現計算ではジャカルタ付近に降水域が再現されるものの，若干風下側に降水域

が現れる傾向がみられ，都市域における地表面摩擦についてより精度を向上していく必要がある．

その結果を踏まえて，より詳細な建物高さ情報の推定とシミュレーションへの導入を試みている． 
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